


内容
特別講演
『薬剤師の視点からの褥瘡チーム医療、褥瘡外用療法の基本』（仮）

飯塚雄次先生（一般社団法人千葉県病院薬剤師会会長／
帝京大学ちば総合医療センター薬剤部長）

教育講演
「創傷被覆材について」

須野原祐一先生（mal訪問看護ステーション管理者／
皮膚・排泄ケア特定認定看護師）

症例検討会
一般演題 他

日時 ：2026年10月31日（土）10時00分～16時00分
（予定）

場所 ：佐久平交流センター
参加費：施設会員・賛助会員・日本褥瘡学会もしくは

日本褥瘡学会関東甲信越地方会個人会員は無料（非会員2,000円）

参加申し込み：長野県褥瘡懇話会の参加は申し込み不要
在宅褥瘡セミナー（3時間受講）の参加証発行希望者の方は裏面参照

第22回長野県褥瘡懇話会
第15回長野県在宅褥瘡セミナー同時開催



◎日本褥瘡学会在宅褥瘡予防・管理師を取得しよう！
日本褥瘡学会では，褥瘡に関する予防，医療の進歩を促し褥瘡医療の水

準を向上させ，国民の福祉に貢献することを目的として，認定制度を設け
ております。認定資格の一つに日本褥瘡学会在宅褥瘡予防・管理師（以下
在宅褥瘡予防・管理師と略記）があります。これは在宅療養における褥瘡
の予防，治療の啓発，向上をはかるために別に定める日本褥瘡学会認定師
（以下認定師と略す）と連携を保ちながら，在宅における褥瘡の予防，治
療の向上をはかることを役割としています。

申請資格は，
１）看護師，医師，薬剤師，管理栄養士，理学療法士，作業療法士，介護
福祉士の免許を有し，免許証取得後４年以上を経過していること。
２）資格申請時に日本褥瘡学会正会員であること。
３）2年以上在宅療養に従事し，褥瘡の予防および医療に関与していること。
４）在宅褥瘡セミナー(6時間)を１回または在宅褥瘡セミナー(3時間)を2回受
講し，受講証明書（参加証がこれに相当します）を提出すること。などが
主な要件となります。詳しくは日本褥瘡学会ホームページをご覧ください。

※『日本褥瘡学会在宅褥瘡予防・管理師』資格取得をお考えの方へ
• セミナー全プログラムを受けられた方に、『日本褥瘡学会在宅褥瘡予

防・管理師』資格修得に必要な「参加証」を後日送付いたします。
• 参加証の発行のご希望の方は、当日会場受付にてQRコードより登録をお

願いいたします。
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